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我々が不便益と呼ぶのは、効率化偏重によって見逃されていたが実は人間機械系とし

ては大切であった事象である。これらを、一般には不便と呼ばれる物や方式から掘り

起こし、新たなデザインの糧にする試みを紹介する。これは、便利追求以外のデザイ

ン指針を探求する試みでもある。 
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